
Q１ 地域展開になったら中体連はどうなりますか？

A１
競技によって変わりますが、現在、学校名で出場するチームだけでなく、クラブチーム名で出場できるシステムになっています。今後
はさらにクラブチームや地域クラブの名称で出場することが可能になると予想されます。中体連自体は存続していくものと考えていま
す。

Q２ どのような活動なのか、試合や親への送迎が必要なのかがわからない。

A２
学校で継続できる部活動はできるだけ継続していこうと考えています。合同部活動になった場合、部員の移動は保護者の送迎だけでな
く、学校では許可が出ていない自転車での移動も許可しています。送迎等の保護者負担を軽減する目的からです。しかしながら、保護
者への負担も多少出てくることがありますので、ご理解とご協力をいただきたいところです。

Q３ 中体連はいつまであるのでしょうか。それによります

A３
中体連が今後どこまで継続されていくのかはわかりません。子どもの数は減少していくので、今までどおりというわけには行かなくな
ることが予想されます。今後、中体連側から動きがあると思います。情報が入り次第、地域、学校と共有していきます。

Q４ 以前と同様に所属はどちらもして試合は登録した部活動で出るのは可能でしょうか？

A４ 可能です。登録しているチームで出場することが原則となります。

Q５ 合同での部活になると、家庭での送り迎えの負担や交通費の負担が増えると思いますが、その辺りはどう対応されますか？

A５
現在、保護者の送迎だけでなく、学校では許可されていない自転車での移動も許可しています。また、今後は電車の移動も考えられま
すので、保護者負担を軽減できるシステム等、必要に応じて対応していければと考えています。
すでに地域展開を進めている他市などでは、受益者負担として費用が出ているのが現状です。

Q6 将棋クラブやプログラミング部に入部を悩んでいるそうです。

A6 新たに中学校で新設する部活動は厳しい状況にありますが、代わりに、地域でそのような活動ができないかを検討しています。

Q7 結局部活がどうなるのか教えて欲しいです

A7
学校部活動はできる限り存続していきます。しかし現状は、少子化に伴う影響で教員数は減り、既存の部活動を維持していくことは難
しくなることが考えられます。やりたい運動部や文化部がなくならないように、子どもたちの活動機会や場所を維持していくためにも
地域への展開が必要となってきています。現在は、合同部活動の展開を行ったり、地域クラブで活動できないかを検討しています。

Q8 パソコン部など資格を取れる部活が欲しいのですが、つくれませんか？

A8 新たに中学校で新設する部活動は厳しい状況にありますが、代わりに、地域でそのような活動ができないかを検討しています。

Q9
地域連携は良いことだと思います。
ただ、現状どこまでの人が部活に入るかわからない中で人数が少なくて部活として成立しないようならクラブチームに入ることも考えたいので、今回のアンケート
の結果は知っておきたいです。

A9

今回10月に市内小学５・６年生に実施したアンケート結果では、「Q中学校へ入学したっら学校部活動へ入部しますか、それともク
ラブチームへの加入を考えていますか」の質問に対して、「学校部活動へ入部する」と回答した児童は55.1％　「クラブチームへの
加入を考えている」と回答した児童は9.1％　「どちらか迷っている」と回答した児童は25.7％　「入部を希望しない」と回答した児
童が10.1％　となっています。

Q10 市内で男子バレー部がある学校に練習参加はできますか。（市内のバレー部への参加は可能ですか。）

A10
男子バレーボール部については、現在、韮山中学校のみ設置されています。他の中学校在籍の場合、在籍する学校との相談が必要があ
りますので、まずは学校に相談してみてください。
女子バレーボール部は市内３中学校に設置されていますので、在籍する中学校での活動となります。

Q11 入学する中学校以外の学校の部活動にやりたい部活がある場合、制度が変わったら、ほかの学校の部活に加入することができるということでしょうか。

A11

在籍していない中学校の部活動に参加することは基本的にはできません。
ただし、合同部活動または民間（地域）クラブチームのような活動については加入することができます。
入学する学校にやりたい部活動がない場合、生涯学習課が展開している「中学生向け生涯学習」のチラシがHPで公開されているの
で、ご覧ください。

Q12
運動系の活動は苦手なため、文化系の活動も考えてほしい。また、中学で今ある部活動が何かわからないため、希望するもなにもない。
確かにスポーツは人数が揃わないとできないことが多いので集めるための方法を考えなくてはならないのはわかるが、文化部希望の子たちの活動方法もよく考え
てほしい。

A12 文化部についても「部活動あり方検討委員会」等で合同部活動や地域展開を検討しています。

Q13
現在は行われていない種類の部活動を、新たに行うことは出来ますか？現実私は小学校６年生なのですが、同級生８名でダンスの活動を行っています。
中学校に行っても、同じメンバーで続けたい気持ちが強くあります。メンバーみんなが同じ気持ちです。ダンスをしたい仲間を、市内の学校からさらに集めて、ダンス部をつくり活動
したいです。このようなことは出来ますか？ご検討よろしくお願い致します。

A13
現状、子どもの数が少なくなると教員数も減ります。既存の部活動を維持するのも厳しい状況ですので、新設部を立ち上げるのは難し
いことが予想されますが、そのためにも地域で活動しているクラブチーム等が必要となっていきます。地域クラブでそのような活動が
できないか検討中です。

Q14
部活動の規則等を知らないのですが、入部退部は時期関係なくできるのでしょうか？
今後学校だけではなく部活動の種類は増えることはないのでしょうか
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A14
入部、退部の時期は特に設けてありません。
学校部活動の種類が増えることは難しいですが、学校には設置していない部が地域の活動としてあり、その活動を地域クラブとして認
定することで、部活動と同じ位置づけになるよう検討していきます。運動部だけでなく文化系の部も同様に検討します。

Q15
運動部に比べて、文化部の選択肢が少ないのが気になります。たとえば、生物や化学、パソコン、プログラミング等、新しい部活は今後創設されたりしないのでしょうか。
部活動や地域クラブチームのどれにも属さないという選択肢はありますか？（帰宅部）多様性等が大切にされている昨今、もっと自由な選択肢が欲しいなと思っています。

A15

学校に新設することは難しいと考えますが、地域が活動している各種団体等と協力して、そのよな取り組みができないか検討中です。
その中には、運動部だけでなく文化系の部も含まれています。
現在、どこにも所属していない生徒もおりますので問題はありませんが、健全育成や多様な仲間との交流は成長段階には必要な経験で
すので、学校教育では部活動やクラブなどの活動は推奨しています。

Q16
どこを目指しているのかと言うことは理解できましたが、現在どの程度まで話が進んでいるのかという現状も知りたい。
また、サッカーの場合は小6の夏時点でセレクションが終了し進路が決まります。
今年度中に具体化されるとありがたいです。

A16

現在の進捗としては、合同部活動の設置が３競技であり、今後も状況に応じて合同部活動化を検討していきます。地域クラブについて
は、認定制度の作成に着手していく予定です。
サッカー部については、ＨＰに掲載している資料にも記載してありますが、令和８年度の秋の新チームにおいて、部員数の減少が見込
まれますので、令和９年度を目標に合同部活動化を検討しています。

Q17

いくつか質問です。
①伊豆の国市以外の活動は対象ではないのですか？
②部活は強制ですか？
③活動とはどこまでの範囲内ですか？たとえば週1の運動の習い事は部活と同じ扱いなのか？何日以上などの制限があるのか？

A17

①対象です。市外でクラブ活動等を考えているのでしたら、在籍する中学校に報告をしてください。
②部活の加入は希望制です。習い事をしている生徒でも部活動に加入している生徒もいますし、習い事を優先して、部活動に入部しな
い生徒もいます。
③日数などの制限はありません。

Q18

部活は全員加入しなくていいようになりますか？他の地域では、部活は全員加入ではないところもあります。クラブチームに加入する場合、金銭的に難しかったり送迎ができない
ことで断念しました。かと言って、他校と合同でなければ試合に出れない状況の場合は、合同になると思います。しかし、練習場が近くとは限りませんのでやはり送迎が壁となって
しまいます。土日休みの職業だけでない方もいるはずなのになんとかなるでしょうの考えで進められてしまうのはどうなんでしょうか？？働き方改革がなされているのは充分承知し
ていますが、だったら部活を廃止しスポーツで頑張りたい子、勉強で頑張りたい子それぞれ自由に選択できるようにしてほしいと思います。入りたい部活がないのにやむを得ず加
入することの方が時間の無駄だと感じてしまいます。

A18 部活動の加入は希望制です。強制ではありません。

Q19 部活動の時間を、外部コーチの導入などによりもう少し長くしてもらうことはできないのか？

A19
勤務時間が16:30のため、学校部活動の活動時は現状のままになります。夏の中体連間近や大きな大会等を控えている場合は、学校
の判断で、時間を延長している期間もあります。


